
年代 時代 歴史的出来事 世界文化遺産
1万年

～3000年
新石器時代 ｻﾙﾃﾞｨｰﾆｬ島の巨石文化

2000年～ 青銅器時代 ｱﾍﾟﾆﾝ文化、ﾎﾟｰ文化

10Ｃ頃 ﾋﾟｯﾗﾉｰﾊﾞ文化

9C ｴﾄﾙﾘｱ文化

8Ｃ （BC753）ﾛﾑﾙｽとﾚﾑｽによる建国（伝）

7Ｃ
ﾗﾃﾝ人による共同体形成
（ﾛｰﾏの起源）

6Ｃ

5Ｃ （BC509）共和政へ

4Ｃ ｹﾙﾄ人侵入

3Ｃ
（BC264）第1次ﾎﾟｴﾆ戦争
（BC218）第2次ﾎﾟｴﾆ戦争

2C

（BC149）第3次ﾎﾟｴﾆ戦争→ｶﾙﾀｺﾞ滅亡
西地中海一帯を支配
（BC139）ｼﾁﾘｱ反乱
ｸﾞﾗｯｸｽ兄弟の改革→内乱へ

（BC73）ｽﾊﾟﾙﾀｸｽの乱
三頭政治
ｶｴｻﾙ　ｶﾞﾘｱ遠征
（BC44）ｶｴｻﾙ暗殺
（BC31）ｱｸﾁｨｳﾑの海戦
→ﾌﾟﾄﾚﾏｲｵｽ朝滅亡（ｸﾚｵﾊﾟﾄﾗ7世自殺）
（BC27）初代皇帝ｱｳｸﾞｽﾄｩｽ

1Ｃ
ｶﾘｷﾞｭﾗ帝、ﾈﾛ帝の暴政
（79）ｳﾞｪｽｳﾞｨｵ火山噴火

2Ｃ

3Ｃ

4Ｃ

（313）ﾐﾗﾉ勅令･･･ｷﾘｽﾄ教公認
（380）ｷﾘｽﾄ教国教化
（395）東西分割統治
ｹﾞﾙﾏﾝ民族大移動開始

（475）西ローマ皇帝退位

（493）東ｺﾞｰﾄ王国建国

東ｺﾞｰﾄ王国滅亡←ﾕｽﾃｨﾆｱｽ帝

（568）ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ人の侵入

7Ｃ

（756）ﾋﾟﾋﾟﾝの(教皇領)寄進
（774）ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ滅亡←ｶｰﾙ大帝

（756）ﾋﾟﾋﾟﾝの(教皇領)寄進
（774）ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ滅亡←ｶｰﾙ大帝

9Ｃ
（800）ｶｰﾙ大帝 西ﾛｰﾏ皇帝戴冠
（843）ﾌﾗﾝｸ王国三分割
（889）ｶﾛﾘﾝｸﾞ朝断絶

（962）ｵｯﾄｰ大帝戴冠

地中海貿易で自治都市（ｺﾑｰﾈ）繁栄
ｳﾞｪﾈﾂｨｱ、ｼﾞｪﾉﾊﾞ、ﾋﾟｻ他

（1096）第1回十字軍

イタリアの歴史と世界遺産（文化遺産）

1C

共和政

5Ｃ

帝政

（五賢帝の時代）
ﾊﾟｸｽ･ﾛﾏｰﾅ

（軍人皇帝時代）
（専制君主制）

ﾄﾞﾐﾅｰﾄｩｽ

6Ｃ

東ｺﾞｰﾄ王国

（東ﾛｰﾏ帝国支配）

ランゴバルド王国

（南部）
東ﾛｰﾏ帝国支配

8Ｃ
（北部）

ｶﾛﾘﾝｸﾞ朝支配
（南部）

東ﾛｰﾏ帝国支配

（北部）
神聖ﾛｰﾏ帝国支配

（南部）
東ﾛｰﾏ帝国支配

10C

11Ｃ

Ｂ
Ｃ

（北部）

（南部）
ｷﾞﾘｼｬ植民都市
ﾌｪﾆｷｱ植民都市

ヴェネツィアとその潟

マントヴァとサッビオネータ

ナポリ歴史地区

マテーラの洞窟住宅と岩窟教会
ｻﾝﾀ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞｯﾗ・ｺﾛﾝﾊﾞ教会

ピサのドゥオモ広場

アクイレイアの遺跡地域と総主教聖堂バシリカ

ラヴェンナの初期キリスト教建築物群
ｻﾝ･ｳﾞｨﾀｰﾚ聖堂

ヴィッラ・アドリアーナ
（ﾃｨｳﾞｫﾘのﾊﾄﾞﾘｱﾇｽ帝の別荘）

ヴィッラ・ロマーナ・デル・カサーレ

ポンペイ、エルコラーノおよび
トッレ・アヌンツィアータの遺跡地域

ローマ歴史地区
教皇領とサン・パオロ・フォーリ・レ・ムーラ大聖堂

チレント・ディアノ渓谷国立公園
ｷﾞﾘｼｬ植民都市「パエストゥム」

アグリジェントの遺跡地域
ｷﾞﾘｼｬ植民都市「アクラガス」

ヴァルカモニカの岩絵群

スー・ヌラージ・ディ・バルーミニ

チェルヴェーテリとタルクィーニアの古墳群
ネクロポリ「死者の街」

ピエモンテのブドウ畑の景観
ランゲ・ロエロ・モンフェッラート

アルプス山脈周辺の先史時代の杭上家屋群

シラクサとパンタリカの岸壁墓地

ロンゴバルド族：権勢の足跡

アクイレイアの遺跡地域と総主教聖堂バシリカ

アマルフィ海岸



年代 時代 歴史的出来事 世界文化遺産

イタリアの歴史と世界遺産（文化遺産）

（1147）第2回十字軍
（1189）第3回　→ｻﾗﾃﾞｨﾝに敗れる

ﾛﾝﾊﾞﾙﾃﾞｨｱ同盟が神聖ﾛｰﾏ帝国を破る
（1183）ｺﾝｽﾀﾝﾂ平和条約

（1202）第4回十字軍
→ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｰﾌﾟﾙを攻略

ｹﾞﾙﾌ（教皇派）と
ｷﾞﾍﾞﾘﾝ（皇帝派）対立
ﾀﾞﾝﾃ「神曲」、ﾍﾟﾄﾗﾙｶ、ﾎﾞｯｶﾁｵ

14Ｃ
（1309-1377）教皇ｱﾋﾞﾆﾖﾝ捕囚

ﾒﾃﾞｨﾁ家支配のﾌｨﾚﾝﾂｪで
ﾎﾞｯﾃｨﾁｪﾘ、ﾚｵﾅﾙﾄﾞ･ﾀﾞ･ｳﾞｨﾝﾁ
ﾗﾌｧｴﾛ、ﾐｹﾗﾝｼﾞｪﾛらが活躍

（1488）B.ﾃﾞｨｱｽ　喜望峰発見
（1492）ｺﾛﾝﾌﾞｽ新大陸発見
（1497）ｳﾞｧｽｺ･ﾀﾞ･ｶﾞﾏ　ｲﾝﾄﾞ航路開拓
（1494）ｼｬﾙﾙ8世ｲﾀﾘｱ侵入
（1521-1544）ｲﾀﾘｱ戦争

ﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ家支配

（1559）ｶﾄｰｶﾝﾌﾞﾚｼﾞ条約

17Ｃ

（1713）ﾕﾄﾚﾋﾄ条約

（1789）ﾌﾗﾝｽ革命（1796~）ﾅﾎﾟﾚｵﾝ侵入

（1800）ﾏﾚﾝｺﾞの戦い

ﾘｿﾙｼﾞﾒﾝﾄ時代
（国土統一）

（1815）ｳｨｰﾝ会議→ｳｨｰﾝ体制
（1830）ﾏﾝﾁｨｰﾆ「青年ｲﾀﾘｱ党」結成
（1848-1849）第1次ｲﾀﾘｱ解放戦争
（1859）第2次ｲﾀﾘｱ解放戦争
（1860）ｶﾞﾘﾊﾞﾙﾃﾞｨのｼﾁﾘｱ遠征

ｲﾀﾘｱ王国
（1861）ｲﾀﾘｱ王国誕生
　　　　ｳﾞｨｯﾄﾘｵ･ｴﾏﾇｴﾚ2世
（1870）ｲﾀﾘｱ統一（1871）ﾛｰﾏ遷都

20Ｃ
（1900）国王ｳﾝﾍﾞﾙﾄ1世暗殺
（1915）第1次世界大戦
（1929）ﾗﾃﾗｰﾉ条約→ｳﾞｧﾃｨｶﾝ市国成立

Ａ
Ｄ

イタリアの国旗は、緑・白・赤の縦三色旗である。
イタリア三色旗とも、単に三色旗とも呼ばれる。
この旗の意匠はフランスの国旗を起源とし、
19世紀のイタリア統一運動のシンボルとなった。

緑は「国土」
白は「雪・正義・平和」
赤は「愛国者の血・熱血」

13Ｃ

15Ｃ

18Ｃ

ﾅﾎﾟﾚｵﾝ支配

19Ｃ

ルネサンス時代

12Ｃ

16Ｃ

大
航
海
時
代

フィレンツェ歴史地区

ウルビーノ歴史地区

ティヴォリのエステ家別荘

サン・ジミニャーノ歴史地区

ヴィチェンツァ市街とヴェネト地方の
パッラーディオのヴィラ

オルチャ渓谷

シェナ歴史地区

ヴェローナ市街
ｱﾚｰﾅ、ｶｽﾃﾙ･ｳﾞｪｯｷｱ、ｽｶﾗ家

カステル・デル・モンテ

ピエンツァ市街の歴史地区

アルベロベッロのトゥルッリ

フェラーラ：ルネサンス期の市街と
ポー川デルタ地帯

ポルトヴェーネレ、チンクェテッレと小島群
「ｳﾞｨｰﾅｽの港」

カゼルタの18世紀の王宮と公園、
ヴァンヴィテッリの水道橋とサン・レウチョ邸宅群

サヴォイア王家の王宮群

クレスピ・ダッダ

ヴァル・デル・ノートの後期バロック様式の町々

レーティッシュ鉄道
アルブラ線・ベルニナ線と周辺の景観

アッシジの
聖フランチェスコ聖堂 小さき兄弟会

ピエモンテとロンバルディアの
サクロ・モンテ群

ヴェネツィア共和国防衛施設群

トスカーナのメディチ家の館と庭園

パドヴァの植物園（ｵﾙﾄ･ﾎﾟﾀﾆｺ）
世界最古の植物園

パレルモのアラブ＝ノルマン様式建造物群

「最後の晩餐」があるサンタ・マリア・
デッレ・グラッツィエ教会と

20世紀の産業都市イヴレーア

モデナ大聖堂、ﾄｯﾚ･ﾁｳﾞｨｶとｸﾞﾗﾝﾃﾞ広場

ジェノヴァ：レ・ストラーデ・ヌオーヴェと
パラッツィ・ディ・ロッリ
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